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５
月
20
日
か
ら
の
10
日
間
、
み
な
さ
ん
、
ご
苦

労
様
で
し
た
。
み
な
さ
ん
の
協
力
で
有
意
義
な
誘

客
活
動
が
で
き
ま
し
た
。

自
主
的
に
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
議
員
の
方
々
、

農
協
、
商
工
会
の
み
な
さ
ん
に
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
そ
の
中
で
も
何
度
も
参
加
し
て
い
た

だ
い
た
方
に
は
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
れ
を
機
会
に
裏
磐
梯
の
観
光
業
者
の
方
々
が

一
致
団
結
し
、
大
き
な
力
を
発
揮
し
て
い
く
こ
と

を
望
み
ま
す
。
―
最
終
日
　
村
長
の
あ
い
さ
つ
か
ら

穴
澤
　
栄
一

佐
藤
　
裕
一

●
役
　
　
場

高
橋
　
伝
　
　
（
北
塩
原
村
長
）

五
十
嵐
義
春

大
竹
　
雄
三

佐
々
木
不
二
夫

佐
藤
　
忠
幸

鈴
木
　
美
智
子

鈴
木
　
辰
美

高
橋
　
淳

高
橋
　
恵
美

新
宿
駅

●
裏
磐
梯
地
区

浅
川
　
勇
一
　
（
レ
ス
ト
ラ
ン
・
モ
ン
ト
レ
ー
）

大
木
　
清
一
　
（
キ
ャ
プ
テ
ン
磐
梯
観
光
船
）

小
池
　
純
　
　
（
磐
梯
桧
原
湖
畔
ホ
テ
ル
）

小
林
　
ナ
ミ
子
（
小
林
）

小
林
　
セ
ツ
子
（
曽
原
湖
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
）

佐
藤
　
隆
　
　
（
ホ
テ
ル
五
色
荘
）

佐
藤
　
憲
二
　
（
佐
藤
商
店
）

清
水
　
秀
俊
　
（
ア
ウ
ト
ド
ア
ペ
ン
シ
ョ
ン
　
も
く
も
く
）

鈴
木
　
敏
美
　
（
ペ
ン
シ
ョ
ン
　
そ
ら
）

田
村
　
喬
　
　
（
ペ
ン
シ
ョ
ン
　
カ
ー
テ
ィ
ス
ク
リ
ー
ク
）

徳
田
　
智
　
　
（
ペ
ン
シ
ョ
ン
　
マ
ー
ベ
リ
ッ
ク
）

星
　
　
一
昭
　
（
裏
磐
梯
星
自
動
車
工
業
（
有
））

松
本
　
豊
　
　
（
裏
磐
梯
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
）

三
巻
　
方
史
　
（
プ
チ
ホ
テ
ル
　
ル
ア
ー
）

●
桧
原
地
区

遠
藤
　
光
子
　
（
え
ん
ど
う
）

小
椋
　
サ
ク
子
（
山
国
屋
）

小
椋
　
せ
つ
子
（
か
ね
な
か
）

小
椋
　
隆
子
　
（
ゆ
乃
宿
湯
流
里
）

●
大
塩
地
区

五
十
嵐
好
則
　
（
ラ
ビ
ス
パ
裏
磐
梯
）

蟹
巻
　
尚
武
　
（
ホ
テ
ル
観
山
）

村
沢
　
道
郎
　
（
ラ
ビ
ス
パ
裏
磐
梯
）

●
議
　
　
会

酒
井
　
作
男
　

●
観
光
協
会
職
員

大
塚
　
修

●
役
　
　
場

冠
木
　
幸
英
　
（
北
塩
原
村
助
役
）

五
十
嵐
好
孝

乾
　
　
澄
子

遠
藤
　
和
広

佐
藤
　
主
善

佐
藤
　
幸
治

佐
藤
　
忠
幸

佐
藤
　
真
弓

佐
藤
　
農
夫
雄

佐
藤
　
浩
一

鈴
木
　
悦
夫

鈴
木
　
哲
也

高
橋
　
淳

武
藤
　
雄
子

東
京
駅

●
裏
磐
梯
地
区

青
山
　
華
子
　
（
裏
磐
梯
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
）

新
井
　
穣
　
　
（
ペ
ン
シ
ョ
ン
　
す
ず
か
け
の
散
歩
道
）

臼
井
　
晴
行
　
（
四
季
の
森
山
荘
）

宇
積
　
一
　
　
（
民
宿
う
つ
み
）

大
塚
　
由
美
子
（
磐
梯
桧
原
湖
畔
ホ
テ
ル
）

小
林
　
節
子
　
（
山
湖
荘
）

佐
藤
　
佐
枝
子
（
リ
ゾ
ー
ト
・
イ
ン
・
四
季
）

西
田
　
武
光
　
（
ペ
ン
シ
ョ
ン
　
パ
レ
ッ
ト
）

広
岡
　
道
彦
　
（
ゴ
ー
ル
ド
ハ
ウ
ス
目
黒
）

藤
澤
　
英
樹
　
（
桧
原
湖
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
）

松
本
　
豊
　
　
（
裏
磐
梯
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
）

渡
部
　
由
美
子
（
秋
元
屋
旅
館
）

●
桧
原
地
区

小
椋
　
章
雄
　
（
牧
場
キ
ャ
ン
プ
場
）

小
椋
　
隆
子
　
（
ゆ
乃
宿
湯
流
里
）

関
根
　
加
津
子
（
マ
マ
キ
ャ
ン
プ
場
）

●
大
塩
地
区

蟹
巻
　
尚
武
　
（
ホ
テ
ル
観
山
）

●
観
光
協
会
職
員

穴
澤
　
栄
一

池
袋
駅

●
裏
磐
梯
地
区

赤
星
　
正
大
　
（
ペ
ン
シ
ョ
ン
　
ぐ
〜
）

阿
部
　
孝
男
　
（
水
峰
）

池
田
　
裕
　
　
（
カ
ン
ト
リ
ー
ハ
ウ
ス
　
豆
わ
ら
じ
）

石
田
　
拓
也
　
（
ペ
ン
シ
ョ
ン
　
山
の
大
将
）

大
塚
　
由
美
子
（
磐
梯
桧
原
湖
畔
ホ
テ
ル
）

大
森
　
真
貴
子
（
あ
や
め
荘
）

小
椋
　
敏
也
　
（
リ
ゾ
ー
ト
・
イ
ン
・
み
ち
の
く
）

落
合
　
義
一
　
（
ホ
テ
ル
小
野
川
荘
）

金
澤
　
英
人
　
（
ペ
ン
シ
ョ
ン
　
ア
ル
ビ
ン
）

木
村
　
郁
夫
　
（
Ａ
ｋ
ａ
ｂ
ｅ
ｋ
ｏ
　
赤
ベ
コ
）

佐
藤
　
貞
一
　
（
高
原
の
宿
）

志
藤
　
允
己
　
（
ペ
ン
シ
ョ
ン
　
レ
ー
ヴ
）

台
野
　
健
　
　
（
ペ
ン
シ
ョ
ン
　
キ
ー
ト
ス
）

野
田
　
淳
子
　
（
ペ
ン
シ
ョ
ン
　
の
だ
ポ
パ
イ
）

松
本
　
豊
　
　
（
裏
磐
梯
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
）

松
山
　
昭
洋
　
（
ホ
テ
ル
高
原
荘
）

山
内
　
敏
郎
　
（
ホ
テ
ル
・
グ
ラ
ン
デ
コ
）

吉
田
　
勝
男
　
（
遊
モ
ア
ペ
ン
シ
ョ
ン
　
吉
田
）

渡
辺
　
ミ
チ
　
（
カ
ン
ト
リ
ー
ハ
ウ
ス
　
ユ
ー
）

●
桧
原
地
区

小
椋
　
寿
子
　
（
春
日
荘
）

小
椋
　
ト
ミ
子
（
近
江
屋
）

小
椋
　
義
正
　
（
早
稲
沢
浜
キ
ャ
ン
プ
場
）

若
林
　
登
志
子
（
ま
る
み
や
）

●
大
塩
地
区

五
十
嵐
　
愛
　
（
ラ
ビ
ス
パ
裏
磐
梯
）

遠
藤
　
康
幸
　
（
ラ
ビ
ス
パ
裏
磐
梯
）

蟹
巻
　
尚
武
　
（
ホ
テ
ル
観
山
）

●
Ｊ
　
　
Ａ

鈴
木
　
好
　

千
葉
　
昌
幸

●
商

工

会

内
海
　
ヨ
リ
子

●
議
　
　
会

五
十
嵐
好
江

佐
藤
　
正
男

●
観
光
協
会
職
員
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広報きたしおばら ②

▼キャラバン開始

裏磐梯の大自然に興味シンシン

佐
藤
　
裕
一

●
役
　
　
場

冠
木
　
幸
英
　
（
北
塩
原
村
助
役
）

五
十
嵐
義
春

五
十
嵐
好
孝

井
上
　
健

小
椋
　
秀
一

佐
藤
　
農
夫
雄

高
橋
　
淳

夏
井
　
ハ
ル
イ

渋
谷
駅
周
辺

●
裏
磐
梯
地
区

相
原
　
和
之
　
（
旅
館
ひ
ば
り
荘
）

伊
藤
　
文
雄
　
（
し
の
ぶ
）

牛
木
　
葉
子
　
（
牛
木
屋
）

小
椋
　
眞
　
　
（
プ
チ
ホ
テ
ル
・
ド
リ
ー
ム
磐
梯
）

小
池
　
純
　
　
（
磐
梯
桧
原
湖
畔
ホ
テ
ル
）

佐
藤
　
武
則
　
（
ホ
テ
ル
白
雲
荘
）

鈴
木
　
敏
秀
　
（
カ
ン
ト
リ
ー
イ
ン
　
森
の
ゴ
リ
ラ
）

鈴
木
　
邦
雄
　
（
す
ず
き
山
荘
）

高
橋
　
信
　
　
（
裏
磐
梯
高
原
ホ
テ
ル
）

高
山
　
千
景
　
（
ロ
ッ
ヂ
き
こ
り
）

中
村
　
一
也
　
（
ペ
ン
シ
ョ
ン
　
カ
レ
ワ
ラ
）

平
尾
　
徹
　
　
（
ク
ラ
シ
ッ
ク
イ
ン
　
ロ
ビ
ン
ソ
ン
）

平
田
　
文
幸
　
（
休
暇
村
磐
梯
高
原
）

横
田
　
育
　
　
（
ま
す
や
）

渡
辺
　
一
樹
　
（
磐
梯
観
光
船
（
株
））

豊
島
　
一
浩
　
（
東
急
電
鉄
）

松
島
　
民
男
　
（
東
急
電
鉄
）

松
尾
　
良
祐
　
（
東
急
電
鉄
）

●
桧
原
地
区

伊
藤
　
義
人
　
（
お
ん
せ
ん
ロ
ッ
ヂ
こ
は
ん
）

●
大
塩
地
区

五
十
嵐
秀
二
　
（
米
澤
屋
）

五
十
嵐
好
則
　
（
ラ
ビ
ス
パ
裏
磐
梯
）

蟹
巻
　
尚
武
　
（
ホ
テ
ル
観
山
）

佐
藤
　
美
香
　
（
ラ
ビ
ス
パ
裏
磐
梯
）

●
Ｊ
　
　
Ａ

穴
澤
　
富
志
雄

鈴
木
　
雅
子

高
畑
　
忠
弘

●
商

工

会

鈴
木
　
憲
一
　
（
商
工
会
長
）

●
議
　
　
会

五
十
嵐
　
肇
　
　
（
北
塩
原
村
議
会
議
長
）

●
観
光
協
会
職
員

穴
澤
　
栄
一

大
塚
　
修

●
役
　
　
場

高
橋
　
伝
　
　
（
北
塩
原
村
長
）

冠
木
　
幸
英
　
（
北
塩
原
村
助
役
）

五
十
嵐
義
春

大
竹
　
雄
三

佐
々
木
　
剛

佐
藤
　
忠
幸

佐
藤
　
博

鈴
木
　
辰
美

鈴
木
　
美
智
子

高
橋
　
淳

高
橋
　
恵
美

大
宮
駅

●
裏
磐
梯
地
区

内
海
　
重
正
　
（
裏
磐
梯
高
原
ホ
テ
ル
）

大
野
　
勝
敏
　
（
ホ
テ
ル
・
グ
ラ
ン
デ
コ
）

小
椋
　
三
四
郎
（
レ
ス
ト
ラ
ン
　
サ
ン
ク
マ
ー
レ
）

鎌
田
　
一
行
　
（
リ
ゾ
ー
ト
ペ
ン
シ
ョ
ン
　
藍
）

菊
地
　
聰
　
　
（
民
宿
五
色
）

小
池
　
純
　
　
（
磐
梯
桧
原
湖
畔
ホ
テ
ル
）

佐
藤
　
武
則
　
（
ホ
テ
ル
白
雲
荘
）

治
田
　
久
夫
　
（
曽
原
）

高
橋
　
信
　
　
（
裏
磐
梯
高
原
ホ
テ
ル
）

5/21

5/22

5/24

5/23

元
気
な
裏
磐
梯
を
Ｐ
Ｒ

首
都
圏
で
裏
磐
梯
の
観
光
と
農
業

を
Ｐ
Ｒ
し
よ
う
！
村
長
の
あ
い
さ
つ

に
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
北
塩
原
村
始

ま
っ
て
以
来
の
大
規
模
な
キ
ャ
ラ
バ

ン
事
業
は
、
こ
こ
に
掲
載
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
通
り
、
多
く
の
み
な

さ
ん
の
ご
協
力
を
得
て
活
力
に
満
ち

た
感
動
的
な
行
動
と
な
り
ま
し
た
。



●
裏
磐
梯
地
区

川
上
　
隆
子
　
（（
株
）
国
民
宿
舎
五
色
沼
）

川
崎
　
成
啓
　
（
グ
ラ
ン
デ
コ
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
）

久
保
田
満
智
子
（
裏
磐
梯
五
色
沼
ホ
テ
ル
）

斉
藤
　
一
夫
　
（
お
食
事
処
　
さ
い
と
う
）

佐
藤
　
富
喜
雄
（
ペ
ン
シ
ョ
ン
　
ア
ル
バ
ー
ト
）

高
橋
　
喜
之
　
（
た
ん
ぽ
ぽ
　
ペ
ン
シ
ョ
ン
）

鳥
羽
　
伸
応
　
（
ペ
ン
シ
ョ
ン
　
木
に
な
る
家
）

松
本
　
豊
　
　
（
ペ
ン
シ
ョ
ン
　
小
野
川
湖
）

真
野
　
昭
彦
　
（
ペ
ン
シ
ョ
ン
　
ハ
イ
ジ
）

三
浦
　
肇
　
　
（
ホ
テ
ル
五
色
荘
）

武
藤
　
勲
　
　
（
む
と
う
屋
）

命
婦
　
恒
朗
　
（
ペ
ン
シ
ョ
ン
　
け
や
き
）

●
桧
原
地
区

伊
藤
　
勝
　
　
（
ひ
ば
ら
）

佐
藤
　
佳
子
　
（
桧
原
歴
史
館
）

田
中
　
み
ゆ
き
（
桧
原
歴
史
館
）

●
商

工

会

赤
城
　
明

遠
藤
　
俊
一

中
川
　
泰
臣
　
（
商
工
会
事
務
局
長
）

●
議
　
　
会

高
橋
　
和
重

●
観
光
協
会
職
員

大
塚
　
修

●
役
　
　
場

小
椋
　
敏
一
　
（
北
塩
原
村
収
入
役
）

五
十
嵐
義
春

高
橋
　
淳

高
橋
　
光
秋

水
戸
駅

●
裏
磐
梯
地
区

浅
倉
　
三
男
　
（
し
ゃ
く
な
げ
　
ペ
ン
シ
ョ
ン
）

市
塚
　
加
代
子
（
星
の
ペ
ン
シ
ョ
ン
　
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
ン
）

遠
藤
　
健
次
　
（
五
色
平
友
の
家
）

大
堀
　
幸
生
　
（
こ
た
か
も
り
キ
ャ
ン
プ
場
）

鈴
木
　
仁
一
　
（
磐
梯
観
光
船
（
株
））

鈴
木
　
一
美
　
（
ペ
ン
シ
ョ
ン
　
風
来
坊
）
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生
江
　
哲
雄
　
（
ギ
ャ
ラ
リ
ー
＆
ペ
ン
シ
ョ
ン
　
絵
夢
）

宮
野
　
正
昭
　
（
ペ
ン
シ
ョ
ン
　
ど
ん
ぐ
り
）

渡
部
　
哲
夫
　
（
五
色
の
畔
）

●
桧
原
地
区

小
椋
　
好
子
　
（
山
城
屋
）

●
大
塩
地
区

蟹
巻
　
尚
武
　
（
ホ
テ
ル
観
山
）

●
議
　
　
会

五
十
嵐
　
肇
　
（
北
塩
原
村
議
会
議
長
）

小
椋
　
眞

小
椋
　
元

●
観
光
協
会
職
員

大
塚
　
修

●
役
　
　
場

高
橋
　
伝
　
　
（
北
塩
原
村
長
）

五
十
嵐
　
大

五
十
嵐
好
孝

猪
俣
　
学

大
竹
　
雄
三

斉
藤
　
信
也

佐
藤
　
忠
幸

佐
藤
　
農
夫
雄

鈴
木
　
辰
美

鈴
木
　
哲
也

高
久
　
光
子

川
口
市

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
シ
テ
ィ
・
キ
ャ
ラ

●
裏
磐
梯
地
区

荒
井
　
泰
博
　
（
休
暇
村
協
会
）

遠
藤
　
良
英
　
（
ホ
テ
ル
・
グ
ラ
ン
デ
コ
）

大
木
　
清
一
　
（
キ
ャ
プ
テ
ン
磐
梯
観
光
船
）

小
椋
　
良
夫
　
（
裏
磐
梯
猫
魔
ス
キ
ー
場
）

小
池
　
純
　
　
（
磐
梯
桧
原
湖
畔
ホ
テ
ル
）

小
池
　
純
　
　
（
裏
磐
梯
猫
魔
ス
キ
ー
場
）

小
椋
　
啓
子
　
（
秀
峰
）

真
部
　
正
一
　
（
ホ
テ
ル
白
雲
荘
）

平
田
　
文
幸
　
（
休
暇
村
磐
梯
高
原
）

●
Ｊ
　
　
Ａ

佐
藤
　
敏
　
　
（
農
考
会
）

③ 広報きたしおばら

▲マスコミ懇談会

▲東京の人達の反応は上々

▲道ゆく人達にＰＲ

▲抽選で豪華なプレゼントも…

▲大当り

佐
藤
　
誠
一

佐
藤
　
ヤ
ヨ
イ

●
議
　
　
会

伊
藤
　
文
雄
　
（
北
塩
原
村
議
会
副
議
長
）

栗
村
　
次
夫

酒
井
　
作
男

●
観
光
協
会
職
員

穴
澤
　
栄
一

●
役
　
　
場

五
十
嵐
好
孝

大
竹
　
雄
三

佐
々
木
佑
美

佐
藤
　
忠
幸

鈴
木
　
辰
美

鈴
木
　
哲
也

鈴
木
　
美
智
子

武
藤
　
隆
子

川
口
市

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
シ
テ
ィ
・
キ
ャ
ラ

●
裏
磐
梯
地
区

荒
井
　
泰
博
　
（
休
暇
村
協
会
）

小
池
　
純
　
　
（
磐
梯
桧
原
湖
畔
ホ
テ
ル
）

染
谷
　
洋
三
　
（
ペ
ン
シ
ョ
ン
　
サ
ッ
チ
モ
）

高
山
　
喜
之
　
（
ペ
ン
シ
ョ
ン
　
森
の
鐘
）

平
田
　
文
幸
　
（
休
暇
村
磐
梯
高
原
）

●
桧
原
地
区

相
原
　
幸
子
　
（
た
ば
こ
屋
旅
館
）

小
椋
　
茂
一
　
（
リ
ゾ
ー
ト
ハ
ウ
ス
あ
ざ
み
）

●
大
塩
地
区

渡
部
　
武
徳
　
（
道
の
駅
）

●
Ｊ
　
　
Ａ

内
海
　
英
子

高
畑
　
忠
弘

●
観
光
協
会
職
員

穴
澤
　
栄
一

●
役
　
　
場

冠
木
　
幸
英
　
（
北
塩
原
村
助
役
）

相
原
　
久
栄

五
十
嵐
好
孝

大
竹
　
雄
三

佐
藤
　
農
夫
雄

鈴
木
　
辰
美

高
橋
　
淳

高
橋
　
恵
美

宇
都
宮
駅

●
裏
磐
梯
地
区

粟
野
　
透
　
　
（
ペ
ン
シ
ョ
ン
　
ラ
フ
ィ
ア
）

五
十
嵐
　
昭
　
（
猪
苗
代
タ
ク
シ
ー
（
有
））

遠
藤
　
耕
二
　
（
さ
ざ
な
み
荘
）

鈴
木
　
明
　
　
（
す
ず
き
　
ペ
ン
シ
ョ
ン
）

高
橋
　
千
浩
　
（
ペ
ン
シ
ョ
ン
　
ち
ひ
ろ
）

東
城
　
雅
之
　
（
ペ
ン
シ
ョ
ン
　
ベ
イ
ク
ド
・
ポ
テ
ト
）

長
島
　
孝
吉
　
（
裏
磐
梯
国
民
宿
舎
）

古
川
　
堅
　
　
（
旅
館
さ
わ
や
）

羽
染
　
忠
　
　
（
ド
ナ
ル
ド
　
ペ
ン
シ
ョ
ン
）

八
木
　
教
行
　
（
ペ
ン
シ
ョ
ン
　
か
ぷ
り
こ
〜
ん
）

山
形
　
保
夫
　
（
ペ
ン
シ
ョ
ン
　
歩
野
慕
野
）

吉
田
　
美
照
　
（
グ
ラ
ン
デ
コ
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
）

●
議
　
　
会

小
椋
　
眞

武
藤
　
寛

●
観
光
協
会
職
員

穴
澤
　
栄
一

大
塚
　
修

●
役
　
　
場

小
椋
　
敏
一
　
（
北
塩
原
村
収
入
役
）

五
十
嵐
義
春

佐
藤
　
司

佐
藤
　
博

鈴
木
　
美
智
子

峯
岸
　
寿
博

六
角
　
洋
子

日
立
駅

武
田
　
光
正
　
（
ク
イ
ー
ン
ズ
イ
ン
　
ア
リ
ス
グ
ロ
ー
ブ
）

長
澤
　
信
一
郎
（
レ
イ
ク
サ
イ
ド
イ
ン
　
ラ
ー
ラ
）

永
沼
　
明
美
　
（（
株
）
国
民
宿
舎
五
色
沼
）

野
口
　
光
彦
　
（
グ
ラ
ン
デ
コ
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
）

細
川
　
利
憲
　
（
ペ
ン
シ
ョ
ン
　
ア
ニ
バ
ー
サ
リ
ー
）

松
山
　
昭
洋
　
（
ホ
テ
ル
高
原
荘
）

三
浦
　
淳
也
　
（
裏
磐
梯
高
原
ホ
テ
ル
）

矢
島
　
実
　
　
（
あ
か
ね
　
ペ
ン
シ
ョ
ン
）

矢
部
　
信
行
　
（
青
沼
荘
）

山
田
　
鉄
男
　
（
ペ
ン
シ
ョ
ン
　
シ
ャ
レ
ー
裏
磐
梯
）

渡
部
　
恒
信
　
（
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
白
樺
）

●
桧
原
地
区

小
椋
　
美
恵
子
（
越
後
屋
）

●
大
塩
地
区

鈴
木
　
真
澄
　
（
ホ
テ
ル
鈴
川
）

●
Ｊ
　
　
Ａ

大
竹
　
栄
一

佐
藤
　
守
　
　
（
大
地
の
工
房
）

●
商

工

会

吉
川
　
一
三

●
議
　
　
会

五
十
嵐
　
肇
　
（
北
塩
原
村
議
会
議
長
）

小
椋
　
義
正

鈴
木
　
定
芳

●
観
光
協
会
職
員

大
塚
　
修

●
役
　
　
場

冠
木
　
幸
英
　
（
北
塩
原
村
助
役
）

五
十
嵐
好
孝

大
竹
　
雄
三

佐
藤
　
忠
幸

佐
藤
　
農
夫
雄

5/25

5/26

5/275/28

磐
梯
山
の
こ
と
を

ご
心
配
で
し
た
か
…

ど
う
ぞ
、
ご
安
心
下
さ
い
！



広報きたしおばら ④

「
第
45
回
磐
梯
山
山
開
き
」
が

５
月
12
日
（
日
）
行
わ
れ
、
磐
梯
山
は

夏
山
の
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
ま
し
た
。

仙
台
管
区
気
象
台
が
「
火
山
活
動
に
大
き
な
変
化

は
見
ら
れ
な
い
」
と
し
て
定
期
的
な
火
山
観
測
情
報

の
発
表
を
打
ち
切
る
な
ど
、
磐
梯
山
は
安
全
な
状
態

に
戻
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
昨
年
よ
り
５
０
０
人
余
り

多
い
約
６
０
０
０
人
が
入
山
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
方
々
は
、
新
鮮
な
空
気
を
胸
一
杯
に
吸

い
込
み
、
登
山
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

村教育委員会が運営する村営学習塾は
５月11日、第一中学校．裏磐梯中学校の
両会場に塾生59名（第一中24名、裏磐
梯中35名）が出席して開講されました。
裏磐梯会場の開講式で斉藤教育長が

「一人でいると勉強がはかどらない時な
どは、ぜひこの塾に来て勉強してほし
い。」と挨拶。続いて先生方の紹介や塾
での約束事と心構えのお話があり、塾生
たちは緊張した面持ちで望んでいました。

いよいよ学習が始まり、塾生は、勉強したい教
科書、問題集などを持参して分からないところを
熱心に先生に教わったり、塾で用意したドリルで
学習していました。塾生からは、「部活動で忙しい
ので、学校の授業以外に学べる塾はすごく役に立
つと思います。」との声が聞かれ、村営塾に対する
期待が感じられました。

●ねらいは？
この学習塾は、完全学校週五日制に伴う対策の一環とし
て開講するもの。
①子どもたちの学びたいという意欲を大切にしながら学
力の向上を図る。
②地域の実情に配慮し、働く保護者の方々を支援すると
ともに、よりよい学びの環境を構築していく。

●開講する日はいつ？
5月11日（土）より毎週土曜日の午後１時～５時
★夏休み、冬休み、春休み閉講
★村の行事等による休講あり。
※塾開講時間内で、塾生が都合のいい時間に利用できる。

●会場はどこ？
《第一中学校会場》
北山小、大塩小、第一中の各児童生徒
《裏磐梯中学校会場》
裏磐梯小、裏磐梯中の各児童生徒

●利用対象は？
《小学生》　４年生～６年生
《中学生》　１年生～３年生

●教えている先生は？
《第一中学校会場》　　　　　《裏磐梯中学校会場》
○ 佐藤　孝男（会津坂下町）○ 中村　　茂（猪苗代町）
○ 小原　妃誉（会津若松市）○ 吉成　　望（郡山市）
○ 成田　　薫（河東町） ○ 武藤亜由美（郡山市）

●どのようにして？
先生が個別に指導する。（家庭教師のように）
★予習、復習、宿題など。
★塾で用意したドリルなど。
★わからないところを指導する。など

●負担はあるの？
１ケ月あたり　1000円（ドリルなどの教材費）

5月11日開講★随時希望者受付中★
学校へ申し込んでください。
くわしくは、教育委員会へ ２３-１３３３
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第
21
回
桧
原
湖
一
周
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
イ
ク
リ
ン
グ

大
会
が
５
月
26
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

県
内
外
か
ら
自
転
車
愛
好
者
ら
約
９
５
０
人
が
参

加
し
、
美
し
い
新
緑
の
裏
磐
梯
を
楽
し
み
ま
し
た
。

ま
た
、
ゴ
ー
ル
地
点
の
休
暇
村
磐
梯
高
原
多
目
的

広
場
で
閉
会
式
が
行
わ
れ
、
最
年
長
賞
で
は

神
宮
金
吾
さ
ん
（
金
山
・
82
歳
）
が

選
ば
れ
ま
し
た
。

北
塩
原
村
大
字
大
塩
字
堀
田
山
（
北
塩
原
村
保
健

セ
ン
タ
ー
）
に
お
い
て
、
５
月
15
日
（
水
）
第
52
回

耶
麻
地
方
・
喜
多
方
市
緑
化
推
進
委
員
会
合
同
植
樹

祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
村
か
ら
は
、
五
十
嵐
寅
吉
さ
ん
（
上
川
前
）
が

「
緑
化
功
労
者
」
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
五
十

嵐
さ
ん
は
「
こ
れ

か
ら
も
豊
か
な
森

林
を
育
て
、
大
切

な
緑
の
資
源
を
後

世
に
引
き
継
ぎ
ま

す
。」
と
受
賞
者
を

代
表
し
て
謝
辞
を

述
べ
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
、
参

加
者
た
ち
が
オ
オ

ヤ
マ
ザ
ク
ラ
や
コ

ブ
シ
、
ヤ
マ
ボ
ウ

シ
の
苗
を
植
樹
し

ま
し
た
。

ま
た
、
参
加
し
た
小
学
校
22
校
の
緑
の
少
年
団
に

記
念
樹
の
ヤ
マ
モ
ミ
ジ
が
贈
ら
れ
、
北
山
小
学
校
緑

の
少
年
団
の
武
藤
仁
団
長
（
小
６
）
が
「
こ
れ
か
ら

も
大
切
な
素
晴
ら
し
い
緑
を
み
ん
な
で
守
っ
て
い
き

ま
す
。」
と
『
緑
化
の
こ
と
ば
』
を
述
べ
ま
し
た
。

2 0 0 2

最年長賞の神宮金吾さん
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生涯
こころに豊かさを

学習

マナビー
生涯学習の
シンボルマーク

ひとりがいい！ふたりもいい！
仲間が多ければもっと楽しい！
生涯学習プラン等に
こぞって、ご参加ください！

５月19日（日）チャレンジスクールが
行われました。村内の小学生とその保護
者35名が参加し、秋元・中津川渓谷探勝
路をハイキングしました。この日は、昨
日の雨がうそのように晴れ、講師の山口
恒憲先生に草花の説明を受けながら、中
津川渓谷までの約３kmを散策しました。
子供達は、おたまじゃくしやカエルの卵
を見つけ、自然を満喫していました。新
緑と太陽を肌に受けリフレッシュできた
１日になりました。

５月19日（日）チャレンジスクー
ルが行われました。村内の小学生と
その保護者35名が参加し、秋元・中
津川渓谷探勝路をハイキングしまし
た。この日は、昨日の雨がうそのよ
うに晴れ、講師の山口恒憲先生に草
花の説明を受けながら、中津川渓谷
までの約３kmを散策しました。子
供達は、おたまじゃくしやカエルの
卵を見つけ、自然を満喫していまし
た。新緑と太陽を肌に受けリフレッ

５月７日・20日・29日の３回、日
頃の運動不足解消と健康づくりを目
的に、スポーツ民踊教室を開催しま
した。
「会津ってとこは、いいとこさ」「お
こさ節」「きよしのズンドコ節」等
時間の過ぎるのも忘れさわやかな汗
を流していました。

４月22日（月）公民館本館におい
て、せいじんセミナーが開催されま
した。
受講生72名が参加し、開講式と第
一回講座が行われました。講座は鳴
瀬病院長の鳴瀬寛爾先生を迎え、「楽
しい老後」と題した講演でジョーク
を交え、健康や日常生活についての
話に受講生のみなさんも興味深く聞
き入っていました。

チャレンジスクール

裏磐梯教養講座 せいじんセミナー

本
村
恒
例
の
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
が
、
ま
た
今
年
も
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

５
月
８
日
・
９
日
の
２
日
間
北
山

の
村
民
体
育
館
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
が
、
今
回
は
２
日
間
で

20
チ
ー
ム
、
１
０
０
人
を
越
え
る
参

加
が
あ
り
、
大
変
な
盛
り
上
が
り
と

な
り
ま
し
た
。

は
じ
め
て
参
加
し
た
チ
ー
ム
も
常

連
チ
ー
ム
も
み
ん
な
和
気
あ
い
あ
い
。

ハ
ッ
ス
ル
プ
レ
ー
、
ス
ー
パ
ー
プ

レ
ー
に
は
、
チ
ー
ム
を
超
え
て
盛
ん

な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

特
に
今
回
は
、
裏
磐
梯
か
ら
参
加

し
た
チ
ー
ム
の
活
躍
が
め
ざ
ま
し
く

体
育
館
内
に
は
裏
磐
梯
旋
風
が
吹
き

荒
れ
ま
し
た
。



⑦ 広報きたしおばら

写真●右　ほのぼのリーグ優勝の
「ラガーチーム」

写真●左　スーパーリーグ優勝の
「リップスティックブラックチーム」

金
山
　
　
澤
田
弥
子

剣
ヶ
峯
　
吉
田
博
子

大
久
保
　
冨
田
供
子

大
塩
　
　
高
橋
郁
子

下
川
前
　
赤
城
キ
ヨ

大
塩
　
　
渡
部
豊
子

剣
ケ
峯
　
斉
藤
ト
シ
子

上
川
前
　
斉
藤
冨
子

剣
ヶ
峯
　
佐
藤
ト
メ

下
川
前
　
星
保
美
子

曽
原
　
　
大
森
カ
ツ
子

大
塩
　
　
高
橋
末
義

大
久
保
　
鈴
木
君
恵

北
山
　
　
武
藤
サ
ツ

曽
原
　
　
和
田
　
静

桧
原
　
　
佐
々
木
キ
ミ
子

大
塩
　
　
鈴
木
妙
子

下
川
前
　
星
ミ
サ
子

狐
鷹
森
　
宮
野
玉
枝

桧
原
　
　
伊
藤
喜
代
志

上
川
前
　
大
竹
英
子

大
塩
　
　
穴
沢
エ
ミ
子

北
山
　
　
吉
川
一
子

大
久
保
　
五
十
嵐
真
澄

山
本
由
江

内
海
怜
子

中
川
意
子

千
葉
達
子

佐
藤
宣
子

高
畑
か
お
り

北塩原村の文芸活動は、会津の
歌壇、俳壇に大きな足跡を刻み
つつあります。

●
ほ
の
ぼ
の
リ
ー
グ
成
績

﹇
優
　
勝
﹈

ラ
ガ
ー
（
裏
磐
梯
）

﹇
準
優
勝
﹈

ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
ラ
ガ
ー
（
裏
磐
梯
）

﹇
第
３
位
﹈

リ
ッ
プ
ス
テ
ィ
ッ
ク

イ
エ
ロ
ー
（
大
塩
）

●
ス
ー
パ
ー
リ
ー
グ
成
績

﹇
優
　
勝
﹈

リ
ッ
プ
ス
テ
ィ
ッ
ク

ブ
ラ
ッ
ク
（
大
塩
）

﹇
準
優
勝
﹈

ス
ー
パ
ー
ラ
ガ
ー
（
裏
磐
梯
）

﹇
第
３
位
﹈

ド
リ
ー
ム
Ｃ
（
北
山
）

●
ハ
ッ
ス
ル
賞

★
ほ
の
ぼ
の
リ
ー
グ

久
保
田
み
さ
と
（
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
ラ
ガ
ー
）

五
ノ
井
達
也
　
（
ク
レ
イ
ジ
ー
ベ
ア
ー
ズ
）

上
野
　
信
子
　
（
シ
ョ
ー
ヨ
ー
フ
レ
ン
ズ
）

★
ス
ー
パ
ー
リ
ー
グ

武
藤
　
雄
子
　
（
ド
リ
ー
ム
Ａ
）

伊
藤
み
ゆ
き
　
（
ス
ー
パ
ー
ラ
ガ
ー
）

菅
沼
　
一
正
　
（
よ
し
の
り
ー
ず
）



近代郵便制度創設を記念して制定された郵政記念
日は、今年で69回を数え、4月22日には全国各地
で表彰・式典など様々な記念行事が行われました。
北塩原郵便局総務主任遠藤 一男氏は、業務優績

者として東京帝国ホテルの中央式典に参列し総務大
臣より表彰され、引き続き皇居の参内豊明殿におい
て天皇皇后両陛下に拝謁し、親しくお言葉を賜りま
した。「総務大臣表彰を受賞し、天皇皇后両陛下の
お言葉まで賜りましたことは身に余る光栄です。こ
れも偏に鈴木局長はじめ村民の皆様の温かいご支援
によるものです。とてもありがたく、感謝していま
す。」と感激一杯で話していました。

広報きたしおばら ⑧

北塩原郵便局の遠藤一男 さんが

業務優績者として
表彰されました。

昭和59年から平成14年の18年間のながきにわた
り県自然保護指導員として活躍された小椋 隆さん
（蛇平）がこの度県より功労者知事表彰を受賞しま
した。
これは、担当していた剣ヶ峯地区周辺の美化清掃
活動や、自然保護について積極的に啓蒙活動をおこ
ない、住民や観光客に親しまれながら自然環境の保
護に貢献した功績等に対して表彰されたもの。
小椋さんは「遊歩道のパトロールの際、熊に出く
わしたりしたことが思い出深い。これからも観光客
のみなさんに喜ばれるような裏磐梯になっていって
欲しい。」と話していました。

蛇平の小椋　隆 さんが

功労者知事表彰を
受賞されました。

（1人分のエネルギー172kcal、塩分0.4g）

＜材料＞４人分
冷凍むきえび……………………200g
冷凍グリーンピース……………250g
塩…………………………………少々
こしょう…………………………少々
春巻きの皮（市販）……………4枚
溶かしバター……………………適宜
水溶き小麦粉……………………適宜

＜作り方＞
①むきえび、グリーンピースは解凍し
て水気をきっておく。
②むきえびはぶつ切りにする。グリー
ンピ―スはビニール袋に入れ、粗く
つぶし、塩・こしょうをする。
③春巻きの皮を縦半分に切り、8枚に
する。

④ 皮を横長に置いて、1/8量のえび
とグリ－ンピースを、両端の5mmく
らいあけて細長くのせる。手前の皮
をかぶせ、 皮の向こう側と左右の
あきに、水溶き小麦粉を塗り、手前
から向こう側へと、ぐるりと巻いて、
しっかりとめる。左右の縁は指で押
さえて、しっかりとじ合わせる。同
様に残り7本分を作る。
⑤ オーブンかオーブントースターの鉄
板にオーブンシートをしき、④をの
せ、溶かしバターを表面に塗り、約
5分、うっすらときつね色になるまで
焼く。（フライパンで焼いてもよい。）
＊オーブントースターは焦げやすいの
で、途中でアルミホイルをかぶせて
調節してください。

けんこうづくりのためのお料理レシピ！
★野菜いっぱいのローカロリークッキング

総総総総
務務務務
大大大大
臣臣臣臣
表表表表
彰彰彰彰



⑨ 広報きたしおばら

県で、本年3月に制定しました本条例の概要について、お知らせします。なお、条例
の詳しい内容については、県のホームページに掲載しております。

http : / /www.pref . fukush ima . jp/kankyou/ index .h tml

【趣旨】（条例前文から）
猪苗代湖及び裏磐梯地域の湖沼群が有する国民共有の財産とも言える豊かな自然に恵まれた
水環境の悪化を未然に防止し、美しいままに将来の世代に引き継いでいくため、 県民、事業
者及び行政が、それぞれの責務を果たし、相互に協力し合って保全していくために、この条例
を制定しました。

【条例の目的】
猪苗代湖及び裏磐梯湖沼群の良好な水環境を保全し、県民福祉の向上に資すること。

【条例の柱】
１ 水環境保全推進計画 （第７条関係）
・目標や施策などを盛り込んだ基本的な計画の策定

２ 工場、事業場に対する排水規制（第８条～23条関係）
湖沼の富栄養化を防止し、水環境を保全するため、りん及び窒素の排出を抑制するための
対策について規定しました。
・特定事業場排出水（501人槽以上の浄化槽を設置している事業場等）について、りん及
び窒素の排水基準を設定
・湖沼排水指定事業場排出水（51人から500人槽の浄化槽を設 置している事業場等）に
ついて、りん及び窒素の排水基準を設定
・小規模事業場への窒素除去型浄化槽の設置

３ 生活排水対策（第24条～第27条関係）
湖沼の富栄養化を防止し水環境を保全するため生活排水に係る窒素及び有機汚濁物質の低
減について規定しました。
・下水道等の計画区域外における住宅への窒素除去型浄化槽の設置

４ 水環境保全への配慮（第28条～第38条関係）
湖沼の利用者や農林業従事者など、各主体が行う行為について規定しました。
・レジャー等における配慮　
・農林水産業における配慮

５ 水環境保全区域の指定（第39条～第42条関係）
良好な水環境を保全する上で特に必要な区域を指定し、保全していくための手続き等につ
いて規定しました。

６ 水環境の保全に関する施策の推進（第43条～第48条関係）
水環境の保全を図るための取組が円滑に行われるための県における取組等について規定し
ました。

問い合わせ先：福島県生活環境部環境対策室水環境グループ
電話 ０２４-５２１-７２５８
Eメール :mizu@pref . fukush ima . jp

福島県猪苗代湖及び裏磐梯湖沼群の
水環境の保全に関する条例について



４．

参
加
費
　
　
無
料

５．

申
込
期
限

＊
定
員
に
な
り
次
第
申
込
み
を
締

め
切
り
ま
す
。

６．

問
い
合
わ
せ
先

県
庁
地
域
づ
く
り
推
進
室

地
域
振
興
グ
ル
ー
プ

０
２
４
・
５
２
１
・
７
１
４
４

○
児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
方
へ

「
現
況
届
」
を
平
成
14
年

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

県
で
は
、
自
然
と
の
触
れ
合
い
を

通
じ
て
、
森
林
の
水
源
か
ん
よ
う
機

能
や
「
森
、
川
、
海
」
へ
と
流
れ
る

水
の
働
き
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め

な
が
ら
、
新
潟
県
の
こ
ど
も
達
と
の

交
流
会
に
参
加
で
き
る
小
学
生
を
募

集
し
て
お
り
ま
す
。

１．

場
所
及
び
内
容

★
第
１
回

福
島
県
側

（
猪
苗
代
町
、
只
見
町
）

☆
日
　
程
　
７
月
20
日
（
土
）
〜

21
日
（
日
）

☆
内
　
容
　
森
林
づ
く
り
体
験
活

動
、
水
生
生
物
調
査
、
川
で
の

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

☆
宿
泊
場
所

森
林
の
分
校
ふ
ざ
わ
（
只
見
町
）

★
第
２
回

新
潟
県
側

（
津
川
町
、
豊
栄
市
、
新
潟
市
）

☆
日
　
程
　
８
月
20
日
（
火
）
〜

21
日
（
水
）

☆
内
　
容
　
カ
ヌ
ー
体
験
、
魚
の

観
察
、
河
口
観
光
な
ど

☆
宿
泊
場
所

菱
風
荘

り
ょ
う
ふ
う
そ
う
（
豊
栄
市
）

２．

応
募
資
格

会
津
地
方
の
小
学
５
・
６
年
生

３．

募
集
人
数

各
開
催
と
も
本
県
児
童
25
名

（
計
50
名
）

現
況
届
・
申
請
書
等
に
つ
い
て
は
、

６
月
中
旬
ま
で
に
送
付
し
ま
す
。

○
児
童
手
当
の
支
給
を
受
け
る
に
は
？

小
学
校
入
学
前
の
お
子
さ
ん
を
養

育
し
て
い
る
方
が
、
申
請
す
る
こ
と

で
支
給
さ
れ
ま
す
。

▼
提
出
書
類

「
申
請
書
」「
口
座
振
込
先
届
」。

必
要
に
応
じ
て
「
年
金
加
入
証
明

書
」「
所
得
証
明
書
」
を
添
付
。

▼
申
請
先

村
役
場
住
民
生
活
課
、
裏
磐
梯
支

所
、
桧
原
出
張
所
。

※
所
得
が
一
定
額
以
上
の
方
に
は
、

児
童
手
当
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

※
児
童
手
当
は
、
申
請
月
の
翌
月
分

か
ら
、
年
３
回
（
６
月
、
10
月
、

２
月
に
）
支
給
さ
れ
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

住
民
生
活
課
住
民
生
活
係

23
・
３
１
１
１
（
内
線
３
１
１
）

m a t i o n
▼
受
験
資
格
　
大
学
卒
程
度

▼
採
用
職
種

一
般
事
務

▼
採
用
予
定
人
数
　
若
干
名

▼
受
験
資
格
　
昭
和
48
年
４
月
２
日

か
ら
昭
和
56
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
も
の

▼
一
次
試
験

＊
期
　
　
日
　
７
月
28
日
（
日
）

＊
場
　
　
所
　
福
島
大
学

▼
二
次
試
験

一
次
試
験
合
格
者
に
対
し
て
、

小
論
文
と
個
別
面
接
に
よ
る
試
験

を
行
い
ま
す
。

▼
受
験
申
込
用
紙
の
請
求
方
法

受
験
申
込
用
紙
は
、
本
村
役
場

総
務
課
、
裏
磐
梯
支
所
、
桧
原
出

張
所
で
交
付
し
ま
す
。

▼
受
付
期
間

＊
郵
便
に
よ
る
申
込
書
提
出
の
場

広報きたしおばら ⑩

合
は
、
６
月
26
日
（
水
）
ま
で
の

消
印
有
効

▼
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課

23
・
３
１
１
１

内
線
１
１
０

裏
磐
梯
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お

い
て
、
磐
梯
山
火
山
防
災
訓
練
を
行

い
ま
す
。

こ
の
訓
練
は
、
磐
梯
山
の
噴
火
を

想
定
し
た
訓
練
で
、
有
事
の
際
の
迅

速
か
つ
的
確
な
避
難
誘
導
・
応
急
対

策
活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

火
山
防
災
体
制
の
確
立
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
実
施
さ
れ
る
も
の
で

す
。主

な
訓
練
項
目
と
し
て
は
、
避
難

訓
練
や
炊
き
出
し
訓
練
、
広
報
訓
練

等
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

村
民
の
皆
さ
ん
も
是
非
こ
の
機
会

に
見
学
に
来
て
頂
き
、
防
災
の
重
要

性
に
つ
い
て
学
ん
で
頂
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

ま
た
、
当
日
サ
イ
レ
ン
が
な
り
ま

す
が
、
災
害
等
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
お
間
違
え
の
な
い
よ
う
宜
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

m a t i o n

やま

報
やま

報
６
月
３
日
（
月
）
〜

６
月
28
日
（
金
）
ま
で

７
月
15
日
（
月
）

６
月
28
日
（
金
）
必
着

６
月
30
日
ま
で

人権は、私たちが平和に生きてい

くうえで、最も大切な権利です。あ

なたも私も人権が尊重されなければ

なりません。

そこで、７月の「社会を明るくす

る運動」強調月間に合わせて、下記

により人権相談所が開設され、人権

擁護委員が人権相談を行います。

◆日　時

平成14年７月10日（水）

午前10時～午後３時

◆場　所

村コミュニティセンター

※相談は無料で、秘密は守られますので、

お気軽に御相談ください。

（
キ
ャ
ラ
バ
ン
事
業
の
）
東
京
駅
で
チ
ラ
シ
を
受
け
取
り
早
速
３
本
申
し
込
み
ま
し
た
。
両
親
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
つ
も
り
で
す
。
五
色
沼
が
大
好
き
な
の
で
、
桜
の
成
長
を

見
ら
れ
る
と
思
う
と
、
な
お
一
層
、
裏
磐
梯
に
足
を
運
ぶ
の
が
楽
し
み
で
す
。（
神
奈
川
県
藤
沢
市
　
野
村
　
哲
さ
ん
）



平
成
14
年
５
月
30
日
か
ら
建
設
リ

サ
イ
ク
ル
（
分
別
解
体
と
再
資
源
化
）

が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。

①
コ
ン
ク
リ
ー
ト

②
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト

③
木
材

の
い
ず
れ
か
を
用
い
た
建
築
物
な

ど
の
解
体
工
事
、
こ
れ
ら
を
使
用
す

る
新
築
工
事
な
ど
で
、
左
記
の
規
模

以
上
の
工
事
（
対
象
建
設
工
事
）
に

つ
い
て
は
、
基
準

に
従
っ
て
分
別

（
分
別
解
体
）
し
、

再
資
源
化
す
る
こ

と
が
義
務
付
け
ら

れ
ま
し
た
。

た
だ
し
、
木
材

が
廃
棄
物
と
な
っ

た
も
の
に
つ
い
て

は
、
工
事
現
場
か

ら
最
も
近
い
再
資

源
化
施
設
ま
で
の

距
離
が
50
㎞
を
越

え
る
場
合
な
ど
は
、

焼
却
施
設
に
お
い

て
焼
却
し
て
も
よ

い
こ
と
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

i n f o r m⑪ 広報きたしおばら i n f o r m

よも

情
裏
磐
梯
小
学
校
の
１
・
２
年
生
が

５
月
10
日
（
金
）
に
来
庁
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
春
の
遠
足
の
一
環
で
役

場
を
訪
れ
た
も
の
で
、
議
会
室
や
村

長
室
な
ど
を
見
学
し
ま
し
た
。

子
供
達
は
「（
議
長
席
の
）
椅
子
に

座
ら
せ
て
も
ら
っ
て
、
面
白
か
っ
た

で
す
。『
北
塩
原
』
の
名
前
の
由
来

な
ど
を
助
役
さ
ん
か
ら
教
わ
っ
て
、

と
て
も
た
め
に
な
り
ま
し
た
。」
と

言
っ
て
い
ま
し
た
。

よも

情10
月
に
初
め
て
の
こ
ど
も
が
生
れ
ま
す
の
で
記
念
に
申
し
込
み
を
し
ま
し
た
。
こ
ど
も
の
成
長
と
桜
を
重
ね
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
、
予
定
日
か
ら
す
る
と
石

に
刻
む
名
前
が
間
に
合
う
か
微
妙
で
す
。（
埼
玉
県
　
Ｈ
・
Ｙ
さ
ん
）

５
月
12

日
（
日
）

午
後
１
時

〜
３
時
30

分
ま
で
、

国
道
４
５

９
号
Ｊ
Ｒ

会
津
い
い

で
北
塩
原

村
Ｓ
Ｓ
か

ら
ラ
ビ
ス
パ
裏
磐
梯
ま
で
道
路
清
掃

を
13
人
で
実
施
し
ま
し
た
。（
毎
年
、

５
月
連
休
明
け
に
カ
ン
・
ゴ
ミ
拾
い

を
奉
仕
作
業
の
一
環
と
し
て
行
っ
て

い
ま
す
。）
行
政
側
と
磐
梯
大
塩
温

泉
組
合
で
清
掃
を
行
っ
た
か
い
も
あ

り
軽
ト
ラ
ッ
ク
一
台
分
で
し
た
が
、

タ
イ
ヤ
等
の
悪
質
な
ゴ
ミ
の
不
法
投

棄
が
目
立
ち
ま
し
た
。

ゴ
ミ
の
無
い
道
路
は
運
転
し
て
い

て
も
気
持
ち
が
い
い
も
の
で
す
。
一

人
ひ
と
り
心
が
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

７月農業委員会定
例総会は、月 日
（月）に開催します。
申請書類等は

月 日（金）ま

で提出願います。

明るい選挙で住み良い村づくり

告 示 日
平成14・ （火）

投 票 日
平成14・ （日）

村農業委員会委員に立候補を予定されている方々に
対して説明会を行います。立候補届や選挙運動につい
ての重要な説明会ですので、立候補予定者、責任者
となられる予定の方は必ず出席してください。

★日　時　平成14年６月19日（水）午後３時
★場　所　北塩原村

コミュニティセンターホール
＜問い合わせ先＞
北塩原村選挙管理委員会 0241-23-3111

☆場　所　
北塩原村
コミュニティセンター
村選挙管理委員会事務室

☆日　時
平成14年７月２日（火）より
平成14年７月６日（土）まで
午前８時30分から

午後８時00分

工事の種類
建築物の解体
建築物の新築・増築
建築物の修繕・模様替（リフォームなど）
その他の工作物に関する工事（土木工事など）

規模の基準
延床面積　80 以上
延床面積　500 以上
工事金額　１億円以上
工事金額　500万円以上



広報きたしおばら ⑫

豊かな自然とすばらしい眺めに惹か

れ、昨年６月に、松陽台に転入いたし

ました。四季折々の見事な景色に心を

癒され、地域の方々の優しさに支えら

れながら生活できますこと、本当に感謝

しております。

埼玉から嫁いできた妻も、北塩原村の気候が

体に合ったのか、体調を崩すことがなくなりまし

た。今年１月には念願の長男が誕生し日々の成長

に一喜一憂している毎日です。子どもが

もう少し大きくなりましたら、サイク

リング大会やビーチバレー等にぜひ参

加したいと思っています。

越してきてまだ１年ですが、公私共に

たくさんの恩恵にあずかりました。今後、

北塩原村のために少しでも恩返しができればと

思っておりますので、これからもよろしくお願い

いたします。

田 中 大さん松陽台

田舎探しで　　　　 巡り会う！
第18回

今
月
の
納
税
な
ど

今
月
の
行
政
相
談

お
忘
れ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か

６
月
25
日
（
火
）

グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

33
―
２
２
６
４

行
政
相
談
委
員
　
遠
藤
聖
一
郎

上
下
水
道
使
用
料
　
　
　
　
５
月
分

国
民
年
金
　
　
　
　
　
　
　
６
月
分

下
水
道
受
益
者
分
担
金
　
　
１
期
分

村
県
民
税
　
　
　
　
　
　
　
１
期
分

上
下
水
道
使
用
料
　
　
　
　
４
月
分

軽
自
動
車
税
　
　
　
　
　
　
全
期
分

自
動
車
税
　
　
　
　
　
　
　
全
期
分

国
民
年
金
　
　
　
　
　
　
　
５
月
分

休日当番医

渡辺小児科医院…… 2 2 - 3 1 3 3

（医）いとう眼科… 22 - 5900

医療生協 きたかた診療所 … 23 - 3611

（医）あきもと整形外科クリニック……… 21 - 1515

猪 俣 医 院………… 22 - 0264

第二次救急当番医

小 野 病 院………… 22 - 0414

有 隣 病 院………… 24 - 5021

入 澤 病 院…………

佐 原 病 院…………
22 - 0267
22 - 5321

県立喜多方病院…… 22 - 2181

鳴 瀬 病 院………… 24 - 3333

第２次救急当番医は、休日・夜間に入院治療を必
要とする重症患者の救急医療体制です。

お
誕
生
お
め
で
と
う
！
《
５
月
》

大
関
祐
一
郎

ゆ
う
い
ち
ろ
う

（
信
也
・
子
）
大
久
保

遠
藤
　
大
夢
ひ
ろ
む

（

学
・
子
）
北
山
一
区

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

東
野
與
市
郎
（
隆
弘
・
父
）
小
野
川

渡
部
　
松
子
（

久
・
妻
）
下
　
吉

星
　
　
ミ
キ
（
久
雄
・
母
）
谷
　
地

ご
結
婚
お
め
で
と
う
！
《
５
月
》

吉
川
　
　
旭
（
北
山
二
区
）

佐
藤
　
仁
美
（
熱
塩
加
納
村
）

杉
本
　
　
哲
（
東

京

都
）

藤
田
ひ
と
み
（
大
塩
上
区
）

（ （

村では、40歳以上で、体に何らかの障害を持ち、外出
や日常生活に不自由を感じている方を対象として「機能訓
練教室」を実施しています。
毎回、理学療法士・保健師・看護師等の専門スタッフと
一緒に、リハビリ体操・健康相談・交流会などを行ってい
ます。機能訓練をとおして、いきいきとした毎日を過ごし
ませんか。
＊介護保健サービスを利用している方も参加できます。
＊ご希望の方は送迎します。
◆場　　　所　北塩原村保健センター
◆日　　　程

◆参　加　費　無　料
◆お申し込み◆お問い合わせ先

北塩原村保健センター ２８-３７３３
お気軽にご連絡ください。

６ 月 ７日（火）
７ 月 ５日（水）
８ 月 ２日（金）
９ 月 ６日（金）
10月 ４日（金）

11月 １日（金）
12月 ６日（金）
２ 月 ７日（金）
３ 月 ７日（金）




